
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２１年  

１２月１５日号

                                    

日 時 内 容 場 所 備 考 

12 月 19 日（土）

13:20～14：00

移動図書館 

  やまびこ号 
中須支所  

12 月 28 日（月） もちつき 東山自治会館 社会福祉協議会

12 月 31 日（木） 除夜の鐘 徳巌寺・教法寺  

１月 １日（金） おだいし山に登ろう会 おだいし山 中須八幡宮集合

１月 5 日（火） 消防出初式   

１月２１日（木） 地上デジタル放送説明会 中須公民館  

１月２８日（木） 市県民税の申告 中須公民館  

編
集
発
行 

中
須
を
よ
り
よ
く
す
る
会 

中
須
公
民
館 

中須の人口 １２月１日現在  
             前月比  
男     ４１８人  (－１人 ) 
女     ４９３人  (±０人 ) 
総人口   ９１１人  (－１人 ) 
世帯数   ４２６世帯 (＋１世帯 ) 
高齢化率  ４４ .７％  

１２月･１月の行事予定  

 

ふ
れ
あ
い
中
須 

ち
ょ
っ
と
ひ
と
こ
と 

新
春
お
だ
い
し
山
に 

登
ろ
う
会

 

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）
、
中
須
北

地
区
を
巡
る
『
中
須
再
発
見
ハ
イ
キ
ン

グ
』
を
開
催
し
ま
し
た
。 

時
折
冷
た
い
北
風
が
吹
き
、
気
温
が

低
い
と
い
う
天
候
で
し
た
が
、
多
く
の

み
な
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。 戻

路
大
番
社
、
峰
市
台
地
、
足
谷
の

た
め
池
な
ど
を
巡
り
、
現
地
で
高
藤
務

美
さ
ん
（
阿
田
川
上
）
に
説
明
も
し
て

い
た
だ
き
、
数
々
の
新
し
い
『
発
見
』

と
『
出
会
い
』
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
お
昼
は
、
棚
田
清
流
の
会
の

み
な
さ
ん
に
、
猪
鍋
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
ご
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
頭
も
体
も

お
腹
も
満
足
感
で
い
っ
ぱ
い
の
一
日

で
し
た
。 

 

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

棚
田
清
流
の
会
よ
り 

お
知
ら
せ 

 

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て 

  

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）
『
中
須
を

よ
り
よ
く
す
る
会
主
催
・
な
か
ず
再
発

見
』
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し

た
。 

 

九
時
中
須
支
所
を
出
発
、
戻
路
の
大

番
社
か
ら
高
藤
務
美
さ
ん
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
峰
市
台
地
を
経
て
東
山

の
自
治
会
館
に
到
着
。
棚
田
清
流
の
会

の
皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
食
事
を
大
変
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

午
後
足
谷
の
た
め
池
、
出
雲
大
社
中

須
教
会
を
回
り
三
時
前
に
久
保
自
治

会
館
に
帰
り
解
散
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、 

呼
び
か
け
チ
ラ
シ
に
も
あ 

り
ま
す
よ
う
に
『
自
分
た 

ち
の
町
を
ど
の
く
ら
い
知 

っ
て
い
る
か
』
、
『
普
段
見 

慣
れ
た
風
景
で
も
、
歩
い 

て
み
る
と
ま
た
、
違
っ
た
こ
と
に
気
が

つ
く
』
等
々
新
し
い
発
見
と
感
動
が
沸

い
た
一
日
で
し
た
。 

私
も
今
回
で
二
回
目
の
参
加
で
す

が
、
本
当
に
中
須
地
区
の
老
若
男
女
が

参
加
し
、
和
気
藹
々
と
歩
く
こ
と
は
、

本
当
に
ス
バ
ラ
シ
イ
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。 

 

次
年
度
の
開
催
に
は
皆
さ
ん
ふ
る
っ

て
参
加
し
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

民
生
委
員 

藤
井 

豊
人 

な
か
ず
再
発
見
！ 

ハ
イ
キ
ン
グ
開
催
！ 

 

十
二
月
五
日
（
土
）
、

中
須
ツ

リ
ー
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

午
後
六
時
か
ら
は
、

点
灯
式
が
行
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

毎
日
、
午
後
五
時
三

十
分
よ
り
、
一
月
九
日

（
土
）
ま
で
中
須
交
差

点
付
近
で
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
い
て
い
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、 

ご

覧

に

な

っ

て

く

だ
さ
い
ね
。 

 

ツ
リ
ー
ま
つ
り 

新
春
を
祝
し
、
親
睦
を
深
め
る
『
お

だ
い
し
山
に
登
ろ
う
会
』
を
開
催
い

た
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
、
共
に
歩
き
、
語
り
合

い
、
一
緒
に
新
春
を
祝
い
ま
せ
ん

か
？ 

 

■
日
時 

一
月
一
日
（
元
旦
） 

 
 
 
 

午
前
九
時
【
小
雨
決
行
】

■
集
合
場
所 

中
須
八
幡
宮 

■
所
要
時
間 

約
四
十
五
分 

 
 

お
気
軽
に 

ご
参
加
く 

だ
さ
い
。 

 

戻
路
大
番
社 

水
た
め
し
の
神
事 

十
一
月
二
十
五
日
（
水
）
、

戻
路
大
番
社
で
『
水
た
め
し

の
神
事
』
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 一

年
前
に
樫
の
木
の
下

に
埋
め
た
素
焼
き
の
壺
を

取
り
出
し
、
昨
年
壺
の
中
に

入
れ
た
供
物
が
溶
け
て
水

に
な
っ
て
い
る
そ
の
量
を

測
り
、
六
合
以
上
で
あ
れ

ば
、
次
の
年
は
干
ば
つ
に
な

ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 気

に
な
る
今
年
の
壺
の

中
の
水
の
量
は
・
・
・
・
・ 

 

『
六
合
五
尺
』 

 

で
し
た
。 

先
月
二
十
九
日
の
『
な
か
ず
再
発
見

ハ
イ
キ
ン
グ
』
は
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
春
を
待
つ
中
須
北
の
棚
田
の
風
景

は
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？
百
枚

以
上
の
田
畑
を
潤
す
水
源
地
。
足
谷
の

た
め
池
も
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん
も
機

会
が
あ
れ
ば
、
是
非
足
を
運
ん
で
み
て

下
さ
い
ね
。 

さ
て
、
棚
田
清
流
の
会
で
は
、
今
年

の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品

で
『
絵
ハ
ガ
キ
』
を
作
り
ま
し
た
。 

ス
テ
キ
な
ふ
る
里
の
原
風
景
を
、
お

友
だ
ち
や
遠
く
離
れ
た
ご
家
族
の
皆

さ
ん
に
お
便
り
さ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？ 

 

１
セ
ッ
ト
（
７
枚
入
） 

３
０
０
円

 

中
須
支
所
・
河
村
セ
ン
タ
ー
で
販
売

し
て
お
り
ま
す
。 

是
非
、
お
買
い
求
め
下
さ
い
。 

 

棚
田
清
流
の
会 

文
化
部 

 
 
 
 

連
絡
先 

桑
田 

(

℡
８
９
‐
０
９
５
０)


